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新潟の海陸風＊

福　田　喜　代　志＊＊

要旨　新潟における海陸風の実測を報告する．

　1．まえがき

　新潟の海陸風については二宮（1960）のすぐれた理論

的研究があり，他地方にもそれぞれ立派な研究がある

が，最近，地方都市の工業化と共に大気汚染と関連し

て，この問題が重大になって来たので，再び取り上げ

た．本編は，海陸風の実況を報告するにとどめるが，海
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　　　第1図　信濃川下流域略図
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新潟6月の時刻別風向頻度

太線：日照6時間以上

細破線：日照6時間未満

＼

＊On　the　Sea　and　Land　Breeze　at　Niigata

＊＊K．Fukuda新潟地方気象台

　一1970年3月28日受理一

1970年12月

陸風の交代時刻が富山（1967）や四日市（1969）に比較

して遅いことが目立った．

　2．風向頻度の日変化

　1964～68年の期間において2，4，6，8，10，12月の

1日8回の観測から得た風向を時刻別に，また日照6時

間以上と，未満とに分けてその頻度を統計して日変化を

求めた．その結果によれば4，6，8，10月の風向につい

ては誠にきれいな日変化が認められるが，12，2月につ

いては海風はほとんど認められない．第2図はその例と

して6月の時刻別の風向頻度を示し，第3図は各月時刻

別に合成したものの日変化図である．冬期を除き，日照

の多い日は，明らかに海陸風の発達が見られる．

　ここで，海陸風の交代期が9～12時の間と，21時付近

となり，他の地方と比較して相当遅いことが目立ってい
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第3図　新潟合成風向の日変化　他は第2図に同じ

る．山田（1969）は板付では各季9～10時に陸風が最も

強くなることを指摘しているが，新潟でも夏季には9時

に陸風が最盛となる．これは信濃川流域が広大である点’

にその原因があることも考えられるので，第4図で長岡

28
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第4図　長岡，十日町6，8月9時の風向頻度

と十日町との9時の風向頻度を見ると，長岡では新潟と

同様，上流から吹く南々西，南西風が卓越（15時には北，

北北東風）しているが，十日町渓谷では，谷風である下

流からの北風が発達している．上流山間部では9時には

既に下流からの風が吹き出すが，平野部ではまだ上流か

ら吹ぎおろす風が残っていることは注目に価する．

　3．海陸風の風速

　第3図に示した日照時間，6時間以上の日の風向合成

を時刻別海陸風の方位として，4，6，8，10月につぎ毎

日の風向変化と比較した．この風向と45。以内で一致す

る場合は海陸風であるとし，毎日8回観測中，その一致

した回数別に日数を数えた．また，それ等の一致した回

数別に日照時間も平均で求めた．その結果は第1表で，

8回観測の全部が・一致した日は目照時間も多い．平均で

は，一致する回数が減少するほど日照時間も減少してい

る．しかし，個々の日では日照時間が多い日の全部魁

海陸風に発達するとは限らない．7回一致した日の一致

、天気”17．12．
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第3表　第1表中8または，7回一致した日の合成地上風向風速（m／s）

時　刻

日数　　要素

4月

6月

8月

10月

平均

10

22

23

28

83

風向

風速

風向

風速

風向

風速

風向

風速

風向

風速

3

1560．2

　1．2

1830．0

　1．1

1830．0

　1．5

1910．1

　1．0

1820．0

　1．2

6

1840．5

　1．9

1850．3

　1．4

1920．8

　2．0

9

1880．6

　2．1

2050．O

　I．5

2040．9

　2．4

1ggo．5

　1．6

1920．0

　1．7

1920．5

　2．3

1980．4

　2．1

12

3260．4

　3．3

3270．1

　3．1

3070．0

　3．0

80．2

1．3

327◎．3

　2．3

15

34go．4

　3．4

160．4

　4．3

3460．0

　3．4

230．6

　3●6

80．3

3．5

18

250．5

　3．3

200．3

　3．6

340．7

　2．8

510．6

　1．7

310．7

　2．6

21

560．7

　0．8

200．0

　1．7

700．0

　1．2

1610．6

　1．0

6go．0

　0．7

24

1820．4

　1．8

1220．9

　0．9

1670．4

　0．7

181．04

　1．7

16go．2

　1．1

第4表　9時海陸風発達時の合成高層風向風速（m／s） 1964－68

高盆
さ）

地　上

　250

　350

　450

　550

　650

　750

　850

　950
1，050

1，150

1，450

高さ（m）

陸 風

4月（5回）

202◎．9

1920．7

1940．8

2040．5

2120．9

23go．4

2410．5

2460．4

2430．0

2610．1

2850．7

2950．1

1．9

2．8

2．7

2．9

2．8

2．1

2．8

2．5

2．0

1．5

2．0

4．3

580

6月（10回）

1840．9

1980．9

2010．0

202。．7

2110．6

2210．6

22go．4

2270．5

2350．7

247◎．4

24go．7，

24go．3

2．6

3．4

3．9

4．5

4．1

3．7

3．6

3．8

5．0

4．5

5．2

3．4

675

8月（15回）

1940．6

1850．9

1goo．6

1950．5

2170．2

2350．4

235。．8

2570．1

25go．7

2550．3

2630．2

2820．4

2．4

2．6

2．9

2．7

2．7

2．8

2．5

2．9

3．0

3．3

3．5

3．3

633

10月（8回）

1770．7

1630．9

1520．3

1610．4

1720．3

1860．0

21go．6

2320．7

2160．7

2200．5

2400．7

。2650．3

3．1

4．3

3．6

2．5

1．8

1．2

1．1

1．1

1．2

1．2

1．0

2．7

507

平均（38回）

1880．5

1840．4

1860．7

1930．9

20go．0

2260．1

2320．8

2420．8

2440．5

24go．7

2580．1

2740．1

2．5

3．1

3．1

3．1

2．8

2．5

2．5

2．6

2．9

2．8

3．1

3．2

614

最強

4．2

6．5

7．4

7．7

8．0

7．3

7．3

7．9

9．6

13．2

14．0

13．0

海風（4回）

140．5

500．7

800．9

10go．4

1570．8

1420．7

1710．6

216。．7

2200．1

2140．4

20go．6

2650．2

0．8

1．6

1．3

2．2

3．0

3．5

2．4

1．4

2．3

2．2

1．7

1．9

338（海風）

　　975（陸風）

しない時刻別の回数は，第2表の通りで，12時と21時に

最多になっている．これは海陸風交代時刻の近くになっ

ている．1日8回観測の8回または，7回が海陸風向と

一致した場合の83日を海陸風が完全に発達した日とし

て，これ等の日の時刻別風速度の合成を求め平均風速度

を算定したのが，第3表である．各月共，9時に陸風が

最強となり，海風は15時に最盛となっている．

　4．陸風の高さ

　前項でえらんだ海陸風発達の83日のうち9時に測風気

球観測のある42回により海陸風の場合の上層風の調査を

1970年12月

行なった．42回のうち陸風は38回残りの4回は海風の初

期であった．前者を高度別に合成風速度をとれば第4表

の通りで，9時の陸風は350mに最強風速があり，これ

より上層は漸次風速が減じ650m付近で最も弱くなる．

この高度からは風向は急に一一般風向に転向する．この付

近が陸風の高さと判断される．最強風高度の風速は平均

3m／sec強であるが，強いとぎは7m／sec以上に達する

こともある．

　5．海風の高さ

　わずか4例であるが，9時に海風の始まった前記につ

29
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第5表　15時海風発達時合成高層風向風速
　　　　　　　　　　　　　　　　（m／s）1957

高さ（m）

地上

　50

　150

　250

　350

　450
　550

　650

　750

　850

　950
1，050

1，150

1，450

（高　海風
mさ
）　　陸風

4月（5回）

3470．3

35go．2

3550．7

3420．4

2520．6

2530．6

2440．1

2370．1

2270．0

226。．7

22go．1

2380．1

240。．6

2510．3

5月（6回）

3．5

2．8

2．7

1．8

1．2

1．2

1．2

1．7

2．1

2．4・

2．9

3．0

3．9

3．8

370

763

　10．9

3460．9

3370．2

3250．1

3220．1

3180．5

3110．9

3220．3

2880．1

27go．5

25go．4

2300．2

2070．6

202。．0

平均（U回）

4．3　3560．0

3．0　3520．3

3．6　344。．3

4．7　3310．5

4．9312。．3

4．2　3070．8

3．7　2940．2

2．92950．2

2．6，2640．0

2．62570．0

2．7　2450．1

1．9235。．0

1．9　22go．9

2．7　2310．0

708

1075

3．9

2．9

3．2

3．3

2．9

2．6

2．2

1．9

2．1

2．3

2．7

2．5

2．8

2．9

678

867

いては，第4表末尾の通り海風の高さは平均338mにな

り，これより上層は975m付近まで陸風があるようであ

る．上記の期間には海風の発達する15時の上層風観測が

なかったが，幸に，1957年4，5月に15時の上層風観測

が行われたので，上述と同様の方法で海陸風発達の日を

定め，15時の海風の高度分布を求めた．第5表がこれ

で，地表近くで最強風が見られるのが特徴である．海風

の高度は4月平均370m，5月平均708mとなってい

る．この上層には弱い南西風があるのは陸風と見られる

が，この高さは4月763m，5月1075m付近となる．し

かしその上層の一般流と融合して，判然とした高さが不

明なことも多い．また高さによる風向変化の方向が9時

と逆になっている．
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